






Sobre el japonés utilizado en los textos de las ciencias naturales 






















































































































































































































































































































































































































































































も「もの」あるいは ｢物｣ と表記されている。｢右の図のようなもの｣ と
いう時の「もの」は形式名詞であり、（28）の場合は、「さおばかり」を
指している。このように、意味が異なる「もの」が連続して現れるのは混
乱を招く。
一つの方法は、東京書籍『楽しい理科６』のように、｢物質｣ の意味で
用いる時には「物」と表記し17）、形式名詞の「もの」と区別する方法であ
る。もう一つは、形式名詞を使わずに、具体的な名詞を使うことである。
（28−Ａ）てこのはたらきを利用して、物の重さをはかるさおばかりを
つくってみましょう。／①右の図のような道具をつくる。
（29）ふたつきの入れ物に入れた水と、入れ物にいれた食塩を台ばかり
にのせて、重さをはかる。（東京書籍、５年、p.113）
17）　東京書籍『楽しい理科６』では、｢物｣ と表記されている。
	 	「てこが水平につり合うときのきまりを使って物の重さを調べよう」（p.123）
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水は、「ふたつきの入れ物」に入れなければならないが、食塩は、「（ふ
たなしの普通の）入れ物」に入れてよい、という意味である。「ふたつき
の入れ物」という特殊な場合が先に書かれているので、それとの対比で、
普通の入れ物の場合にも「ふたなしの」とか「普通の」という修飾語がな
いと不自然な感じがする。ここは、順番を入れ替えて、（29−Ａ）のよう
にすれば、違和感が軽減される。
（29−Ａ）入れ物にいれた食塩と、ふたつきの入れ物にいれた水を台ば
かりにのせて、重さをはかる。
Ⅲ．表記上の問題
１．読点の問題
各教科書とも、読者が５、６年生ということに配慮してか読点を多めに
打つ傾向がある。特に教育出版は読点が多い。読点に決まった規則はない
が、意味を取り違えたり、読み誤る可能性がある場合には注意が必要であ
る。
（30）わたしたちの地球は、水があり、大気があり、緑がしげっている、
生命の星であるといえる。（啓林館、６年、p.３）
日本語において、名詞修飾節における述語の活用形は「辞書形」18）と同
じになる。「緑がしげっている」という名詞修飾節は「生命の星」という
名詞句を修飾しているが、（30）ではその後に「、」があるので、一瞬こ
こで文が終了しているように感じられる。
18）	国語文法（学校文法）では、「終止形」ということばを使うが、「終止形」（書く）
と「連体形」（書く人）は、ナ形容詞を除いて同じ形になるため、日本語教育で
は、「終止形」と「連体形」を区別せず「辞書形」と呼ぶ。
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（30−Ａ）のように文を二つに分けるか、（30−Ｂ）のように読点を省
くと読みやすくなる。
（30−Ａ）わたしたちの地球は、水があり、大気があり、緑がしげって
いる。地球は生命の星であるといえる。
（30−Ｂ）わたしたちの地球は、水があり、大気があり、緑がしげる生
命の星である。
（31）水の温度を上げて、ホウ酸をたくさんとかしたホウ酸水を、しば
らくそのままにしておくと、とけていたホウ酸がでてくる。（東京書籍、
５年、p.125）
｢水の温度を上げて｣ は、「テ形（ＰてＱ）」構文のＰの部分である。
「テ形」の後に句点があるので、「（ホウ酸水を）しばらくそのままにして
おく」が後件Ｑであるかのように感じられる。しかし実際には、「水の温
度を上げて」の後件は「ホウ酸をたくさんとかした」であり、「水の温度
を上げてホウ酸をたくさんとかした」全体で「ホウ酸水」を修飾する節と
して機能している。読点は取らなくてはならない。
（31−Ａ）水の温度を上げてホウ酸をたくさんとかしたホウ酸水を、し
ばらくそのままにしておくと、とけていたホウ酸がでてくる。
読点を省くと「ホウ酸水」にかかる修飾部が長くなりすぎるというので
あれば、文を二つに分ける。
（31−Ｂ）水の温度を上げて、ホウ酸をたくさんとかす。そのホウ酸水
をしばらくそのままにしておくと、とけていたホウ酸がでてくる。
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（32）これまでに学習したことや、ふだんの生活のなかで、ふしぎに思
うことを見つけて、調べることを考えよう。（東京書籍、６年、p.72）
最初に（32）を読んだ時、「これまでに学習したこと」は「（ふだんの
生活のなかで、）ふしぎに思うこと」とパラレルな関係にあると勘違いし
た。両者ともに、形式名詞「こと」に続く「埋め込み表現」19）になってい
るからである。しかし、実際には、「これまでに学習したこと」は「ふだ
んの生活」とパラレルな関係にあり、両者ともに「～のなかで」に続く。
誤読を避けるには読点を取る必要がある。また、｢起点｣ を表す「から」
を用いるとより分かり易くなる。
（32−Ａ）これまでに学習したことやふだんの生活のなかから、ふしぎ
に思うことを見つけて、調べることを考えよう。
また、（32）では、１文に「こと」が３回も現れている。同じことばの
繰り返しは、文体上あまり好ましくない。
（32−Ｂ）これまでに学習したことやふだんの生活の中から、ふしぎに
思うことを見つけて、調べるテーマを考えよう。
２．文の切れ目が不自然
（33）土地のかたむき方で、
　　　水の流れる速さや土の
　　　けずられ方が、どうち
　　　がうか調べる。　　　　　　　　　（東京書籍、５年、p.78）
19）	松岡、他（2000）p.177
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図などレイアウトの関係で、文が不自然な個所で切れている。自然な文
よりもレイアウトを優先していることがよく分かる例である。
Ⅳ．論理的な文構成
以下は、教科書の表紙の裏側に書かれた文章である。見出しは「わたし
たちのすむ地球と宇宙の環境」となっている。
（34）宇宙には空気、水、食料がありません。そのため、「国際宇宙ステー
ション」で活躍する宇宙飛行士が生きるために必要な空気、水、食料は、
地球から運ばなければなりません。しかし、地球から運ぶ物には限りがあ
ります。宇宙では、最先たんの科学技術を活用し、地球から運んだ物をく
ふうして、大切に使うことで、宇宙飛行士は生きていくことができるので
す。
わたしたちのすむ地球も、宇宙にうかぶ大きな「宇宙ステーション」と
もいえます。地球は、豊かな水と空気、食料にめぐまれています。わたし
たちは、これらのものとどのようにかかわって生きているのでしょうか。
これから学習していきましょう。（東京書籍、６年、ページ番号なし）
まず、（34）の二つの段落が論理的にどう関連しているのかよく分から
ない。１段落では、「宇宙には空気、水、食料がない。だから、宇宙飛行
士が生きるためには、これらを地球から運ばなければならない」と言って
いる。２段落では、「地球も宇宙ステーションのようなものだ」と言う。
とすれば、地球にも宇宙ステーションと同じように、「空気、水、食料が
ない」、あるいは、「空気、水、食料には限りがある」というのならば理解
できる。しかし、「地球は、豊かな水と空気、食料にめぐまれている」と、
１段落とは正反対のことを言っている。
この文の見出しは、「わたしたちのすむ地球と宇宙の環境」である。見
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出しに沿ったかたちで（34）の趣旨を考えると、「宇宙には空気、水、食
料がない。しかし、地球は、豊かな水と空気、食料にめぐまれている」と
いうことだと思われる。この趣旨を活かして（34）を書き変えるとだい
たい次のようになるだろう。
（34−Ａ）宇宙には空気、水、食料がありません。そのため、「国際宇宙
ステーション」で活躍する宇宙飛行士が生きるために必要な空気、水、食
料は、地球から運ばなければなりません。しかし、地球から運ぶ物には限
りがあります。地球から運んだ物をくふうして、大切に使うことで、宇宙
飛行士はかろうじて生きていくことができるのです。
わたしたちのすむ地球も、宇宙にうかぶ大きな「宇宙ステーション」と
もいえます。しかし、地球は、豊かな水と空気、食料にめぐまれています。
これは奇跡といってもいいでしょう。わたしたちは、これらの貴重な資源
とどのようにかかわって生きているのでしょうか。これから学習していき
ましょう。
次は、啓林館、５年生の教科書からの例である。（34）と同様、表紙の
裏に書かれた文である。見出しは「自然をつかむ」となっている。（ア）
～（エ）は説明の便宜上筆者がつけたものである。
（35）だれも住んでいない広い海の上の天気なんて、わたしたちの生活
にはまったく関係がないように思えますが、どうでしょうか。（ア）
わたしたちがふだん食べている食料や使っている生活用品などは、国内
だけでなく、世界中から貨物船によって運ばれてきています。（イ）
貨物船に積まれた荷物をいためず、約束した日までに、燃料をむだに使
うことなく、より安全に航行するためには、とちゅうで台風などによりあ
れた海を通るわけにはいきません。そのために、海の上の天気を知ること
もとてもたいせつになってきます。（ウ）
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このように、わたしたちは、身の回りの自然から得られた情報をつか
み、それらを生活の中に役立てているのです。（エ）
まず、最後のまとめの文（エ）がよく理解できない。ここで言う「身の
回りの自然」とは何を指しているのだろうか。文脈からすると「海の上の
天気」としか考えられないのだが、「海の上の天気」は、「身の回りの自
然」といえるのか。しかも（ア）を読むと、「だれも住んでいないような
広い海の上の天気」は、「わたしたちの生活」、つまり「（わたしたちの）
身の回りの自然」とは対立する例として挙げられているように読める。
（ア）（イ）（ウ）の流れを踏まえてまとめの文（エ）を考えると、以下
のようになるはずである。
（35−エ−Ａ）このように、わたしたちは、身の回りの自然ばかりでは
なく、自分たちから遠く離れた自然からも情報をつかみ、それらを生活の
中に役立てているのです。
また、（ア）（イ）（ウ）には、「わたしたち」がそれぞれ１回ずつ出てく
る。「わたしたち」には、聞き手を含む場合と、聞き手を含まない場合と
がある。（ア）（イ）の「わたしたち」は、読み手の５年生を含む「聞き
手包含の一人称複数」である。しかし、（エ）の「わたしたち」に読み手
の５年生が含まれているかどうかは疑問である。（エ）の「わたしたち」
は、（ウ）における「海上の天気を予報する人」、「船を安全に航行させる
人」、その他、「遠く離れた自然から得られた情報をつかんで、それらを生
活の中に役立てることができる人々」である。「遠く離れた自然から得ら
れた情報をつかみ、それらを生活の中に役立てる」ことをこれから学ぼ
うとしている５年生は含まれていないと考えられる。（エ）の「わたした
ち」は「聞き手不在の１人称複数」である。このように、「聞き手を含む
一人称複数」と「聞き手を含まない一人称複数」を安易に併用することは
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避けなければならない。（エ）で聞き手を含む「わたしたち」を使用する
としたら、以下のように文を変更する必要があるだろう。
（35−エ−Ｂ）「このように、身の回りの自然だけではなく、遠く離れた
自然からの情報も、わたしたちの生活に大いに関係しているのです。」
（ア）では、疑問形を用いて結論を読み手に委ねる表現方法が用いられ
ている。ここで書き手が言いたいことは、「だれもすんでいない広い海の
天気も（実は）わたしたちの生活と関係している」ということである。５
年生対象の理科の教科書においては、このように結論部分を相手に委ねる
のではなく、言いたいことをストレートに主張する文体の方が望ましいと
考える。
（35−ア−Ａ） だれも住んでいない広い海の上の天気なんて、わたしたち
の生活にはまったく関係がないように思えますが、実はそうではありせ
ん。
（35−ウ）の文も問題がある。「貨物船に積まれた荷物をいためず」と
「燃料をむだに使うことなく」の二つの節が「より安全に航行する」にか
かっている。しかし、「約束した日までに」はどこにかかっているのだろ
うか。「約束した日までに、燃料をむだに使うことなく」も、「約束した日
までに、より安全に航行する」のいずれも容認できない表現である。おそ
らく、執筆者の頭の中には、「約束した日までに、目的地に到着する」と
いう発想があったのだと思われるが、対応する述部が明示されていないの
で、｢約束した日までに」が宙に浮いてしまっている。
執筆者の意図を活かし、原文をなるべく損なわない範囲で書き換える
と、だいたい次のような文になるのではないだろうか。
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（35−Ａ）だれも住んでいない広い海の上の天気なんて、わたしたちの生
活にはまったく関係がないように思えますが、実はそうではありません。
例えば、わたしたちがいつも食べている食料や、ふだん使っている生活
用品などを考えてみましょう。これらは、国内だけでなく、世界中から貨
物船によって運ばれてきます。貨物船に積まれた荷物をいためず、約束し
た日までに安全に目的地に着くためには、台風などであれた海を通るわけ
にはいきません。そのために、海の上の天気を知ることはとてもたいせつ
になってきます。
このように、身の回りの自然だけではなく、遠く離れた自然からの情報
もわたしたちの生活に大いに関係しているのです。
終わりに
ここまで、５社の小学校理科の教科書を俎上にのせて、適切な日本語表
現のあり方を考えてきた。各社とも、教科としての内容の正確さに気を取
られるあまり、日本語という表現手段への配慮が疎かになっている感が否
めない。特に、啓林館と東京書籍の教科書は日本語使用への配慮がかなり
欠けていると言わざるを得ない。日本語として文法的に正しいことは言う
に及ばす、小学生にとって理解しやすい「よい」日本語表現にもっと気を
配ってもらいたいものである。最後に、ここで取り挙げた例が問題の全て
ではなく、これ以外にも工夫の余地のある表現はまだたくさん残っている
ことを指摘しておきたい。
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